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    膚群地層名層厚(m)主な岩質
    古同柏平層420～530黒色粘板岩
    倉山層元村屑入石倉屠70～17090～170礫岩,砂岩,黒色粘板岩黒色粘板岩
    群松山沢層1.500～1、600黒色粘板岩
    一一〉“㌔一/『〉W一一(((一へ(・。一一一(一一
    仁井八茎石灰岩78～190晶質石灰岩,ホルンフェルス
    鴉緑青沢部膚50～80アクチノ閃石緑泥石片岩
    一層群菖蒲平居2500～3,000十緑泥石石英片岩,黒雲母石英片岩類
 高倉山層群の上位は,双葉白亜紀層並びに第四系によって不整合に被われている。高倉山層群
 は全体として殆んど未変成の黒色粘板岩を主体とするのに対し,仁井田川層群は石英の細豚を挾
 む特有なる微褶曲構造を示す緑泥石石英片岩類を主体としている。左澄各屡毎に,標式地,岩
 質,岩相,磨厚,層位関係,産出化石について記載を行った。
 (21地域内では,逆断層が多く,衝上断層,正断層のため古生層が分断されているが,認められた
 断層は次の通りである。猫鳴断層,ニッ箭断層,松山沢衝上断層,緑青沢断層囎山断層を含む),銅ほ断層
 (赤禿断層を含⑨,≡森一片倉断層,紫竹断腸高倉山断暦帯,菖蒲平断層,八茎断層,玉山断膚,以上13の断膚の
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 特質についてそれぞれ記載を行なった。鴛曲構造は八茎石灰岩と松山沢膚の分布地帯のみで,
 北東方向の軸を駕する1背斜2向斜構造が認められ,断層運動の時期についても,最も古い菖蒲
 平層堆積後一高倉山層群堆積前のものから第四紀堆積後までのものについて検討を行なった。松
 山沢届と下位の八茎石灰岩は構造的な不整合にある点についても論じた。また地域南東部に沿いて
 は,高倉山層群の入石倉層かよび元村磨と双葉白亜紀屡との不整合関係を明らかにした。地域内
 で観察できる火成岩の多くは,貫入岩を主体とするもので,火山岩質のものは少左い。これらの
 岩質とともに,低度変成岩や一部の堆積岩についても記載を行なった。即ち横川花崗閃緑岩,大
 久川花崗閃緑岩,変成作用を受けた花崗岩類,大滝沢黒雲母花崗岩,菖蒲平花園閃緑斑岩,片倉
 沢アクチノ閃石一緑泥石一緑簾石片岩,赤禿蛇紋岩,紫竹角閃片岩,猫鳴斑栃岩一輝緑岩,ほか
 輝緑凝灰岩,千枚岩,泥岩などについてその特長,分布,周囲との構造関係について論じた。ま
 た高倉山層群と仁井田川層群の関係は,地質構造上,膚位学的,古生物学的な結果に基づいた
 ものであ診,仁井田1“麟群の変成岩の地質時代はPre-Permiaぬであることが証明された。現在
 の地域に寿いで高倉山層群の上位に仁井田川層群が発達しているが,これは逆断層の結果である
 ことが明らかにされた。
 (31阿武隈山地の相馬地域翁よび北上山地南部との対比については,仁井田川層群の下位に発達す
 る菖蒲平層は,低変成度の広域変成岩で緑泥石一石英片岩,千枚岩,黒雲母石英片岩類より左り
 特窟なる微褶曲構造を示す。岩質並びに地質構造の点では,隣接する北部相馬地方の松ケ卑属と
 驚くほど一致している。
 また北上山地南部の母体層群と阿武隈山地の松ケ平層はともに,その分布地域に各種貫入岩が
 断層に沿って貫入し,岩質並びに地質構造が極めて一致している。本地域と相馬地域においては,
 低変成度の変成岩の上位に略々同じ層厚と岩質の石灰岩膚が発達するが,本地域の八茎石灰岩と
 同一層準にある立石層はその産出化石によって石炭紀とされている。八茎地域に於いては,
 下位の菖蒲平層と八茎石灰岩(緑青沢部膚を含む)とは断層で接するが,相馬地方では,その
 間に真野層と合の沢屡を挾み,腕足類の化石から,これら岩層はUpPerDevoPi3n-L㎝erCarbo-
 nlferousを示準していることが明らかにされている。従って本地域では,化石を産臆する真野層,
 合の沢膚に相当する地層は確認できないが,その上下限に発達する立石層,松ケ平層に八茎石灰
 岩,菖蒲平層が岩質,地質構造とも極めてよく一致しているため・表2の如き対比表をつぐること
 とができたn高倉山層群の化石の中で,特にフズ!1ナのP8側面拠8堀加cf.α励蜘α,
 /)86叙do∫価s%`¢貿αcf.ノ旭s可∫oγ鵬¢s,Pεθ彼10画8%」加αcf.%～σαγ¢8は元村層より産出し,南
 部北上山地坂本沢膚からもこれと類似しrこフズリナが兇出され,区別がつかなレ、。本地域の高倉山
 層群と同じ層位,岩質,古生物並びに地質構造は.南部北上および相馬地域においても観察
 され得る。対比表の如ぐ北上山地南部の鳶ケ森,唐梅館,竹沢の各層の構造関係は阿武隈北部の
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 合の沢,真野,立石各層とは古生物学的にも全ぐ同一なものであり,しかも下位には,低変成度の
 変成岩よりなり,岩質,地質構造,無化石の全く共通した菖蒲平屡,松ケ平層,母体膠群がある。
 これら岩層の源岩の多ぐは,砕屑岩よりなり,本地域では八茎石灰岩で代表される石灰岩の部分
 的発達をみる携これらはDevonlan-Carboniferousの浅海に堆積して生成されたものと考えられ,外海
 とは隔離して齢らなかったが,当時の海底は生物の棲,慰には不適当な環境下であったことが推測
 され,八茎石灰岩から保存不良な海百合の化石の産出があっただけで,marinefaunaは発見さ
 れてない。この浅海の海退後,短かい削剥作用の時期と地殻変動があり,再び海侵が行われ,
 benthon重。とPlanktonicの鵬爵i盤efa蟹naが本地域にもにらされた。前者はより泥質な環境
 を好んだようである。豊富な産出をみるBrachiopodaは一般に小形のものが多いが,これは海底
 の泥質物につよく影響をうけたためか,その成長が妨げられたように考えられる。高倉山層群の
 堆積時代はむしろ静かな海域であったが,再び海退が初まり,地盤上昇に引きつづき,擾乱作用
 があり,長い削剥作用が行われ,花崗岩類や塩基性～中性の貫入岩類が弱帯部に沿って貫入,局
 部的にかなり激しい接触変成を与えた。
 141第五部の古生物では,高倉山層群よりBrachiopoda19種,Pelecypoda12種,Scaphopo嫉a1
 種,Naumoidea5種,Ammonoidea7種,Bryozoa3種,Apthozoa8種,撫s鍛ll獄idae6
 種,Orinoid1種,Trilobite1種,`11racefossi11橦,姓oblemat圭ca1種,A}gae4種,
 Fiiicinae1種,合計70種,採集したものについて検討を行った。このうちBrachiopoda,
 Pelecypoda・Nautiloidea,A㎜onoidea,A曲ropoda,Trace{ossi1,Problematicaの
 記載を行なった。
 恥unaはbenthonicのものとplanktonicのものからなり前者にはbrac為iopods,gastropods,
 pdecypodsの大部分が入り,後者には,nautiloids,ammonoidsの大部分とfus掘inidsのあ
 るものが入ると解釈した。FaUnaと岩質の点より,当時の堆積環境は沿そらく非常に広い内湾で
 pelagicformのMolluscaが自由に入れることができたと考えられる。またcora1や一』部の
 bryozoa,f娘sulin圭dsの産出から全体を通じ,かなり温暖な気候であったことが知られる。産出
 化石の地質時代は,MlddlePermianに相当し,LatePermianを示す化石層は本地域には
 発達していないことが明らかにされた。
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 論文審査結果の要旨
 柳沢一郎提出論文は阿武隈山地南部高倉山一八茎地域の地質学的並びに古生物学的研究と題して
 英文で地留学並びに古生物学の二線からなっている。
 地質学編は序論,謝辞,研究史並びに五章からなっている。序論においては研究目的,研究方法
 並びに問題点について述べている。
 研究史においては従来発表された層位学,構造地質学,古生物学,鉱床学並びに岩石'学につい
 ての問題点を述べている。
 本地域において従来層序区分に多くの問題点があったが柳沢は,仁井細川顯群と高倉山層群に分けさ
 らに前者には二層一部層,後者においては縢層を識別することに成功している。これらの各層の標
 式地,岩層の水平,垂薦的分布,並びに特徴について詳細に記載している。なお,各層から化石を
 多く採集し,鑑定分類後地層の地質時代決定の資料として使われている。これによって仁井田用層
 群と高倉山層群の地質時代が勧めて確宣された。この事は,日本地質学会に大きな貢献であると考
 えられる。
 本地域は多くの断層,褶曲それに貫入岩および火山岩により地質構造は極めて複雑であって多く
 の変成岩,貫入岩,並びに火山岩により各地届がブ・ツク化しているため従来多くの問題が残され
 ていた。柳沢は11の主な断届の他に多数の小断層をi本1本検討しブ・ツク化との関係,並びに
 生成の時期,それに伴っている褶曲あるいは,不整合の相互関係を明らかにしていることは構造地
 質学における柳沢の努力と力が証明されていると思われる。今,述べた構造地質運動と貫入岩並び
 に火山岩それに変成岩の変成時期等を相互して詳細に述べている。
 本地域に発達分布する二層群の各地層を古生物学的並びに岩石学的特徴により阿武隈山地北部・
 北上山地南部との対比を行っている。
 対比した各地における岩頭並びに化石動物の異っている点は各々堆積盆地の特徴それに伴う古生
 態,古海洋学の見地から地史学的に考察している。
 古生物編では腕足類ig種,二枚貝12種・角貝1種・Nautiloid5種,菊石類7種,薩虫類3
 種,サンゴ類8種,紡錘虫6種,海百合類1種,三葉虫1種,Prob圭emahCa2種,石灰藻類4種,
 植物1種・計70種を識別することに成功した。これらの化石を記載し・本地域の化石動物群並び
 にそれによる地質時代を明らかにすることに成功した。
 尚,発表ずみ論文4編あるが,いずれも本研究に重要なものである。
 よって柳沢一郎提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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